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　　　．會　　告

〇六月二二　本月も二二により

下記の通り開會する。今回は丁

度「時の記念日」の前日を撰ん

で、天文運上から時の記念たら

しめたい。

　　日　時　　大正十五年六月九日

　　　　　　（水曜）午後八時
　　會　場　　京都市三條通り柳馬揚

　　　　　　青年會舘

　　講潰
　　「星雲の話」理學士　能田忠亮

　　「時ご天文學」

　　　　　　助教授理學士　上田　稜

　　入場無料　　但し靴又に草履のこピ

此の會の後、別室で會員の茶話

會を開く。遠近からの來會を望

む
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　　　　　編輯室より

　こんごば「時の記念日」に編輯葎集中した

ナこめ，上田，井澤，山本諸氏の稿4近い糞が

中にも上田理學士に匡大潮な御冠罪な御願円

し7こ。それで，此の如くの成績を塞げ得江こ

亡ゐρ喜び7こいO

　何事も「呼」にさsげナゴこめ，荒木理學細

編で毎號本紙燭特の光彩た放つ天一學界最近

の硯究だ全部割愛1し又，問答欄も，アラー

トスの天象詩も，彗星だよりも，中村氏の反

射鏡だよりも・天文時評も，叉，太陽關係の

記事も皆こYにに割愛し7こ。何れも次號に埋

めあにぜたする筈。

　しかし，何eしても“／ヤi）エP教授の宇宙

論は惜しまれるので・特に載ぜアニ。そして之

れズレ以って完結する。顧れば回71e重：ねるこs

6回，本誌第54號から載ぜ始めて，第56，57，

59・64，65の各號に分載し7こ大論文であっナこ

回者荘木理高士の勢国大に感謝し7こい。

　　　　　事務室より
　本會の負債整理の．ナこめ多鍬の會員t；ちから

寄附金のあっ71事々御禮申ま．す。（寄附者芳名

に次號に載ぜます。）しかし、まだ壷千三ほざ

の債務が三ってるろ○（此の内容も、目下調査

中につき、次號に載ぜます6）こうか未だの藩

命7こちの御寄附が願ひtlい。一瓢計

天　交　同　好　會

本　部京都帝國大恩理由脳天文墓
事務所京都市三山青年會館内竹内忠治
伺志杜支部　京都市同志砒大霜内示　　都南

京都小學孜員支部府立師範鳥山　垂井増墨絵

中京支部　京都市錦小路油小路東青地喜代恵

三高支部　京都市第三高等學校　　柴田　淑次

大阪支部西涯安土町二丁臼船場小學校内海黄

甲南支郡　兵庫縣尼崎小學校

紳戸支部　榊戸市生田町四丁目

岡山支軸　岡山市門田二十一

美作支部　岡山縣津山町山下96

嘉事支部高松市宮脇町馬場通

廣島支部翁島市研屋町51

山ロ支蔀　　　　　し［1ロ高等學校イヒ學蒙交室　野垣

下關支部下關市丸山町梅光女學川下津：
輻周支部　鵬岡市土手町19

熊本支：部　縣立工業學校i』

大牟田支部盛岡縣大牟田七絶甲町古賀

村山　辮…欠

森’助次郎

水野　千里

森本　慶三

田中　朝夫

熊野　徳一

　　　寛之
　　　藤吉
棚橋　陽吉

山本　齊
　　　和吉

名古屋支部東逼千種町高見37　濱野　虞
横濱支蔀　横濱基督教青年三内　海老澤　廉

東京支部府下駒澤町上馬引澤143五藤　齊三

上田支部　長野縣上田市木町　　宮島善一郎

長野支部長野市長野小峰校本部　黒岩魁一郎

高水支部長野縣上高井郡須坂小學校宮川周治

松本支部　長野縣　　　　　　　上條　清人

諏訪支部　長野縣上諏訪中學校　三澤　勝衛

仙蔓支部　仙豪第二高等學校　　吉井　正敏

札幌支郡　札幌北六條西十一丁　来田　勝彦

小樽支部　小樽市北海商業學佼　新谷　英一

満洲支部　大連伏見町14の9の1西岡永太耶

朝鮮支部　京城永樂町1の24　　大山　高正

豪濁支部　蜜北商業學校　　　　見元　了

上海支部上海昆器山路義豊里211森　　義清

北来翅瓢謝覧樵踏師鱒

天界第六悔博愛‡驚髭欄断定齢五加
編輯兼獲行者　京都帝園大面天記法内（振替貯金ロ座大阪56765）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　天文　同　好　會

印　捌　所　京都市下京涯西洞院通七條南入
費　　捌　　所　東京市京橋匠銀座尾張町二丁目

盆池金i謹鎮

（代喪者　山本一清）
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　　　　スタンダード町触天骨望遠鏡

太陽黒黙の観測に
太陽表面は近刊著しく活動し驚くべき大黒馳は
績々出i現して居ります。．興味多き黒黒占観測には

三吋望遠鏡は理想的の器械で大黒馳の微細なる
構造白紋等は明瞭に観測出來ます。
　　　三吋良質掛物レンズ焦鮎距離40吋
　　　天艦用接眼レンズ70倍
　　　地上用接眼レンズ40倍
　　　太陽観測用サングラス
　　　融地上三脚及箱　　　　ttiS＞7
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v．F．．．”L－VA－F！一

　／しの環

　1の衛星

　見えまで
坦1」二遠望レンメ

及サングラス

各一個附酬

・一mノ

〆
多

　　　　　　　　Ottway’s

3－inch　Standard　Astronomical　TelescopG

　　　　英二心ットウェイ會肚特製

　　　　　　　　日本代夷
　　　　近江セールズ株式會肚
　　　　　　　近江入閣町


